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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１）その他（情報提供） 

  ① 栃木市公共施設適正配置計画（案）について 

（２）協議事項 

  ① 平成２９年度地域予算提案事業について 
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    （２）事務連絡 
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◇会長 

１ 開会（19:00～） 

 

２ あいさつ 大塚会長 



 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇公共施設 

再編課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 議事 

（１）その他（情報提供） 

① 栃木市公共施設適正配置計画（案）について 

 

〈説明〉 

  担当課に対し、説明を求める。 

   

公共施設再編課が資料№１に基づき説明。 

【説明要旨】 

〇栃木市公共施設あり方ガイドライン 

本市は１市５町の合併により類似施設を含む数多くの公共施設を保有し 

ており、その多くが昭和５０年代前後に整備が集中していることから、近 

い将来一斉に老朽化し建替えの時期を迎えることになり、それには膨大な 

財政負担が見込まれる。そこで公共施設の再配置を含め、将来的に適切に 

維持管理していくための指針となる『公共施設のあり方ガイドライン』を 

策定した。 

【人口推移】 

 本市の人口は平成２年をピークに減少に転じており、今後も右肩下がり 

に減少が予想される。 

 【財政見通し】 

 人口減少により、歳入の３分の１を占める市税収入の伸び悩み。 

 少子高齢化に伴う扶助費等の義務的経費、公共施設の維持管理費が増加 

していくなか、歳入全体の縮小に伴い歳出も縮減され、公共施設における 

維持管理費に予算を割くことは困難になる。 

【基本理念】 

 “３M（ムリ・ムラ・ムダ）の解消” 

 “ハコモノに依存しない行政サービスの提供” 

 “市民と行政が共に考える公共施設の未来” 

【取組方針】 

 ・総資産量の適正化 

 ・長寿命化の推進 

 ・民間活力の導入 

【縮減目標】 

 総延床面積を３０年間で４４０，０００㎡以下（１４８，８９９㎡削減） 

とする。（縮減率は、平成２６年４月比で約２５％の減） 

 

〇公共施設適正配置計画 

 適正配置計画は、新たなまちづくりを進めていくための本市の最上位計 

画である「栃木市総合計画」を念頭に置き、ガイドラインの基本理念や取 

組方針を踏まえ、公共施設の最適化の実現に向け施設用途ごとに縮減目標 

を定め、横断的な再編や保全のあり方を示し行動に繋げていくものである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇委員 

 

 

◇公共施設 

再編課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画期間】 

 ガイドラインでは、平成２８（２０１６）年度から平成５７（２０４５） 

年度までの３０年間を見据えた目標を定めていることから、適正配置計画 

では、この３０年間を１０年ごとの３期に分け、期ごとに適正配置計画を 

策定するものとする。 

・第１期適正配置計画（平成２８年度～平成３７年度） 

・第２期適正配置計画（平成３８年度～平成４７年度） 

・第３期適正配置計画（平成４８年度～平成５７年度） 

 【用途別縮減方針】 

  施設の縮減方針については、ガイドラインで示した基本方針に基づき、 

施設の物理的状況（老朽化や耐震性）や、利用状況・費用対効果（コスト 

パフォーマンス）を判断材料とし、下記のことに留意し用途ごとに定める。 

  ①合併による施設の重複 

  ②行政関与の必要性 

  ③利用状況の妥当性 

  ④設置目的と整合性 

  ⑤市民アンケートの結果 

  ⑥新設が必要な場合には既存施設の廃止を条件（スクラップ＆ビルド） 

【用途別施設縮減目標】 

  用途別縮減方針を踏まえた第一期適正配置計画期間の縮減目標面積は、 

全体で約６２，０００㎡であり、縮減率は約１０．３％となる。（平成２７ 

年度４月１日の床面積を基準） 

 

〈意見・質問〉 

  委員に対し意見、質問を求める。 

 

  ３年後に北部健康福祉センターができる予定だが、そこに支所機能を入 

 れるといった予定はなかったのか。 

 

  当初計画では支所機能を入れるといった話もあったが、実施計画の中で 

 それはなくなり、保健福祉センターという形になっている。 

 西方総合支所の庁舎については、他の支所より若干新しいが老朽化は進 

んでいる。西方公民館の方はさらに老朽化が進んでいる。また、耐震性の 

面でも問題を抱えていることから、先ほどのモデルケース１にあったよう 

なその地域にあった複合施設の建設を考えていかなければならないと思わ 

れる。 

  現在の支所は業務の本庁集約によってスペースに余裕があり、今後整備 

していく場合には、それらのことも加味しながら、実情に合わせた整備面 

積で整備をしていかなければならないと考えている。ただ、そういった整 

備については、地域会議の委員等の意見を聞き、西方地域に必要な機能を 

伺いながら進めていきたいと考えている。 



◇委員 

 

◇公共施設 

再編課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇委員 

 

 

◇公共施設 

再編課 

◇委員 

 

◇公共施設 

再編課 

 

◇委員 

 

 

◇公共施設 

再編課 

 

 

◇委員 

 

 

◇公共施設 

再編課 

 

◇委員 

 

◇公共施設 

再編課 

  今後、施設整備をしていく順序を決める基準はどのようなものなのか。 

 

  今年度、庁内に公共施設適正配置計画推進会議という、副市長をトップ 

 として各施設の所管部長で構成された組織を設置した。また、その下部組 

織として、各施設所管課長で構成された専門部会も設けている。 

  各々の施設については、全施設の情報が網羅されている施設カルテとい 

うものをすでに作成しており、平成２９年度からは施設の評価をしていき 

たいと考えている。その評価によって、公共施設適正配置計画推進会議で 

も色々と議論をしながら優先順位を決めていくことになると思われる。 

  ただ、老朽化が著しく進行しており、大規模改修、あるいは建て替えを 

しなければならない施設については、今後、複合化していくのか、統合す 

るのか、建て替えるのかという議論の中で優先順位が決まってくるものと 

思われる。 

 

  公共施設適正配置計画推進会議の中で基準をつくってそれに合致する 

ものから順次整備をしていくという考えでよろしいか。 

 

  そのように考えている。 

 

  そこには地域会議等の意見を取り入れていただけるのか。 

 

  全てを取り入れることは難しいが、市民と行政とが合意をしながら事業 

を進めていければと考えている。 

 

  古いから壊す、活用していないから壊すといった考えもあると思うが、 

災害時等の避難所になっているような施設はどうするのか。 

 

  施設の見直しをする際には、そういった避難所施設、防災上必要な施設 

については、重々加味しながら検討していかなければならないと考えて 

いる。 

 

  旧市内にも古い施設はたくさんあると思うが、それらは文化財として残 

すが、片や取り壊すといった考えはどうなのか。 

 

古いものは全て壊すという考えではない。常に利用しているものは古く 

なれば建て替えるという考えもある。 

 

  常に利用しているという基準は何か。 

 

  その基準はこれから定めていくことになる。 

 



◇委員 

 

 

 

 

 

◇公共施設 

再編課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇各委員 

 

 

 

 

 

 

 

◇会長 

 

◇事務局 

 

 

 

 

 

◇委員 

 

 

  私どもは素人なので難しいことはわからない。他地域の施設のこともわ 

からない。今日の説明にあたっては、西方地域の施設のことについてもっ 

と具体的に話をしてほしい。公共施設適正配置計画推進会議を設置したと 

の話であったが、我々のところにはその会議で決まったことが事後報告さ 

れるだけで、事前に我々の意見を取り入れていただけるのか心配である。 

 

  今日、皆様に伝えたいのは、市としては先ほど話をさせていただいたと 

おり、財政面やその他色々なことを考え、施設の縮減の方向にハンドルを 

切ることになるということである。 

西方地域の各施設の具体的な方向性を決めるのはこれからで、今日はそ 

のネタを持ってきたわけではない。ただイメージがわかないと言われるの 

ではないかということで、モデルケースを２つほど出させていただいた。 

避難所施設についてはこれから考えていかなければならないことと重々承 

知をしている。今日はそれらの入口の部分の説明をさせていただいたとい 

うことでご理解をいただきたい。 

 

 

（２）協議事項 

①平成２９年度地域予算提案事業について 

 

各委員から提案事業を求める。 

 

 ①交通事故防止対策事業（西方地域内３校合同で、スタントマンによる 

交通事故の再現。） 

  ②西方ふれあいパーク整備事業の継続 

  ③西方城址の観光拠点化、西方城址の PR活動 

  ④イベント用簡易式トイレ購入 

⑤真上地区の県行造林の主伐後の跡地や林道の利用方針についての周知 

⑥ふれあいパークへのドッグランの設置 

  

  今後、これらの提案について協議、検討を進めていく。 

 

  平成２７年度地域予算提案事業（平成２８年実施分）である『バーベキュ 

ー広場整備事業』の実施結果報告 

   ３月中旬にバーベキュー広場への雨よけ（テント）の設置が完了した。 

 

４ その他 

（１）委員報告 

     ・舘野委員より、栃木市子ども・子育て会議の会議結果の報告が 

あった。 

 



 

◇事務局 

 

 

 

◇委員 

 

◇事務局 

  （２）事務連絡 

     ・委嘱状交付式 

       平成２９年４月１０日（月）午後７時～ 栃木市役所 3階正庁 

     ・平成２９年度第１回西方地域会議 

       平成２９年４月２７日（木）午後７時～ 西方公民館 

     ・退任委員あいさつ 

 

５ 閉会（～20:02） 

 

 


